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C O N T E N T S

県大会に出場する第県大会に出場する第5分団分団 
（第（第4回山県市消防操法大会優勝チーム）回山県市消防操法大会優勝チーム） 
県大会に出場する第5分団 
（第4回山県市消防操法大会優勝チーム） 

第2回定例会 

第2回臨時会 

ここが聞きたい「まちづくり」一般質問 
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第
二
回
定
例
会 

第
二
回
定
例
会 

条
例
な
ど
十
八
議
案
を
可
決 

条
例
な
ど
十
八
議
案
を
可
決 

　
平
成
十
八
年
第
二
回
定
例
会
を
、
六
月
十
二
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
八
日
間

の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
報
告
案
件
四
件
、
条
例
十
一
件
、
補
正
予
算
三
件
、
そ
の
他
四

件
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
二
件
は
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。 

報
　
　
告 

補
正
予
算 

条
　
　
例 

  

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
一

般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告 

　
公
共
林
道
開
設
・
市
道
道

路
改
良
・
鳥
羽
川
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
・
南
〜
八
京
線

道
路
整
備
事
業
費
の
繰
越
額

の
報
告 

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告 

　
公
共
下
水
道
事
業
費
の
繰

越
額
の
報
告 

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
水

道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越 

　
配
水
管
増
径
工
事
費
・
公

共
下
水
道
事
業
仮
設
管
布
設

工
事
・
鳥
羽
川
永
久
橋
配
水

管
添
架
工
事
費
の
繰
越
額
の

報
告 

▲
山
県
市
土
地
開
発
公
社
経

営
状
況 

　
平
成
十
七
年
度
の
決
算
等

の
報
告
・
平
成
十
八
年
度
予

算
等
の
報
告 
   

▲
山
県
市
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
特
例
を
定
め
る
条
例 

　
市
長
及
び
助
役
の
六
月
・

七
月
に
支
給
す
る
給
料
月
額

を
一
〇
％
減 

▲
山
県
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
早
出
遅
出
勤
務
対
象

者
の
拡
大 

▲
山
県
市
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
国
家
・
地
方
公
務
員
災
害

補
償
法
の
改
正
に
伴
い
通
勤

の
定
義
等
の
改
正 

▲
山
県
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

　
地
方
公
務
員
補
償
法
の
改

正
に
伴
い
通
勤
と
み
な
す
範

囲
の
改
正 

▲
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
山
県
市
長
の
資
産
等
の

公
開
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

　
市
長
の
資
産
公
開
の
形
式

を
改
正 

▲
山
県
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

及
び
地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
い
条
項
の
改
正 

▲
山
県
市
市
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
土
地
区
画
整
理
法
の
改
正

に
伴
い
条
項
の
改
正 

▲
山
県
市
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

　
土
地
区
画
整
理
法
の
改
正

に
伴
い
条
項
の
改
正 

▲
山
県
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の

処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
公

布
に
伴
い
用
語
の
改
正 

▲
山
県
市
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

　
法
改
正
に
伴
い
正
副
分
団

長
及
び
部
長
・
班
長
の
退
職

報
償
金
を
二
千
円
ず
つ
増
額 

▲
山
県
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
常
任
委
員
会
の
任
期
は
選

任
の
つ
ど
議
会
の
議
決
で
定

め
る
に
改
正 

   

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
） 

●
歳
入
歳
出
予
算
補
正 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
六
千
六
百
三
十
二

万
六
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
百
三
十
四
億
九
千
八
百
四

十
二
万
六
千
円 

●
債
務
負
担
行
為
補
正 

●
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請
　
　
願 

そ 

の 

他 

そ 

の 

他 

●●

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
リ
ー
ス
料
を
追
加 

●
地
方
債
補
正 

　
現
年
発
生
補
助
災
害
復
旧

事
業
を
追
加 

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
四
千
七
十
七
万
二

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三

十
一
億
千
七
百
二
十
八
万
円 

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
地

域
情
報
化
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
五
百
二
十
六
万
八

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
億

二
千
五
百
二
十
六
万
八
千
円 

   

▲
市
道
路
線
の
認
定 

　
高
三
〇
〇
九
―
二
号
線
の

認
定 

▲
市
道
路
線
の
変
更 

　
美
三
三
―
一
号
線
の
変
更 

▲
訴
訟
の
提
起 

　
旧
美
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
施
設
維
持
経
費
（
損

害
金
）
の
請
求
及
び
明
け
渡

し
請
求
訴
訟 

▲
山
県
市
公
共
下
水
道
高
富

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
建
設
工
事
委
託
に
関
す

る
協
定
の
締
結 

　
日
本
下
水
道
事
業
団
と
締
結 

   
▲
山
県
市
に
お
け
る
不
祥
事

根
絶
の
た
め
の
措
置
を
求

め
る
請
願 

　
倫
理
は
当
然
守
る
べ
き
で

あ
り
、
法
律
等
に
よ
り
手
当

て
で
き
る
の
で
敢
え
て
倫
理

条
例
ま
で
定
め
な
く
て
も
良

い
と
不
採
択 

▲
出
資
法
の
上
限
金
利
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願 

　
現
在
国
に
お
い
て
も
検
討

さ
れ
て
お
り
、
他
か
ら
の
意

見
書
も
採
択
し
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
不
採
択 

　
平
成
十
八
年
第
二
回
臨
時
会
を
五
月
十
二
日
に
開

催
し
、
十
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

専
決
処
分 

人
事
案
件 

  

▲
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
専
決
処
分 

　
市
道
の
損
傷
に
よ
り
タ
イ

ヤ
及
び
ホ
イ
ー
ル
の
破
損
事

故
の
損
害
賠
償 

▲
山
県
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分 

　
個
人
市
民
税
の
非
課
税
範

囲
等
の
改
正 

▲
山
県
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分 

　
往
診
を
往
診
又
は
歯
科
訪

問
診
療
に
改
正 

▲
山
県
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分 

　
課
税
額
等
の
改
正 

▲
山
県
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分 

　
補
償
基
礎
額
等
の
改
正 

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
十

一
号
）
の
専
決
処
分 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
項
目
・

財
源
の
補
正 

▲
平
成
十
八
年
度
山
県
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
の
専
決
処
分 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
二
百
十
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
三
十
四
億

三
千
二
百
十
万
円 

   

▲
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
総
合
整
備
事
業
（
Ｉ
型
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

　
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
中
央
電
子
光
学
株
式
会

社
と
契
約 

   

▲
山
県
市
高
富
財
産
区
管
理

委
員
の
選
任
同
意 

　
高
富
一
二
二
六
番
地
十
七 

影
山
　
春
男 

　
高
富
一
一
八
番
地
三 

赤
塚
　
和
三 

　
高
富
一
二
二
八
番
地
五 

杉
山
　
　
勇 

▲
山
県
市
監
査
委
員
の
選
任

同
意 

　
東
深
瀬
一
七
二
二
番
地
二 

村
瀬
　
伊
織 
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　「
情
報
無
線
（
防
災
無
線
）」

を
、
旧
町
村
時
代
は
制
約
も

緩
や
か
で
今
よ
り
弾
力
的
に

頻
繁
に
利
用
で
き
た
。
せ
っ

か
く
の
設
備
だ
か
ら
住
民
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
、

気
楽
に
迅
速
に
情
報
伝
達
可

能
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
改
変
）

す
る
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。 

　
防
災
行
政
無
線
の
運
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
市
一
元

的
な
管
理
運
用
を
目
指
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設

の
持
つ
緊
急
性
・
同
時
性
等

の
効
用
も
踏
ま
え
、
地
域
性

に
も
充
分
配
慮
し
た
検
討
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

情
報
を
流
す
こ
と
が
特
定
市

民
の
利
便
性
を
高
め
る
一
方
、

直
接
関
係
な
い
市
民
に
対
し

て
は
、
放
送
に
対
す
る
関
心

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

慎
重
な
運
用
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

－4－ 

一 般 質 問  
平成十八年 

第二回 
定例会 

七人の議員が市政を問う 

ここが聞きたい 『 』 まちづくり 

情
報
無
線
（
防
災
無
線
） 

使
用
規
制
緩
和
に
つ
い
て 

宮
田
軍
作
　
議
員 

防
災
行
政
無
線
運
用
の
再
検
討 

林
総
務
部
長 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

館
時
間
は
午
後
六
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
育
園

の
延
長
保
育
は
午
後
七
時
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
時
間
の
差
を
解
消
す
る
た

め
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

館
時
間
を
午
後
七
時
ま
で
延

長
す
る
考
え
は
な
い
の
か
質

問
い
た
し
ま
す
。 

　
保
護
者
の
就
労
形
態
が
多

様
化
し
て
き
て
い
る
現
状
の

中
で
、
本
児
童
ク
ラ
ブ
や
み

ち
く
さ
ク
ラ
ブ
も
含
め
全
市

的
に
そ
の
実
態
把
握
に
も
十

分
努
め
、
新
年
度
に
向
け
て

検
討
を
重
ね
て
参
り
た
い
と

考
え
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
そ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
指
導

す
る
職
員
の
確
保
と
い
っ
た

人
的
配
慮
、
加
え
て
そ
の
資

質
向
上
も
考
慮
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
岐
阜
県
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
基
準
と
も
重

ね
合
わ
せ
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の 

開
館
時
間
に
つ
い
て 

村
瀬
隆
彦
　
議
員 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の 

開
館
時
間
延
長
を
検
討 

室
戸
保
健
福
祉
部
長 



やまがた  
議会だより 

－5－ 

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
、
農
地
・
水
・
環

境
保
全
対
策
事
業
は
、
農
業

者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
、

自
治
会
、
子
供
会
な
ど
関
係

団
体
が
幅
広
く
参
加
す
る
活

動
組
織
を
立
ち
上
げ
、
自
分

達
の
地
域
は
、
自
分
達
で
守

っ
て
い
く
事
業
で
す
。 

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
生
産

性
の
向
上
、
環
境
資
源
の
向
上
、

資
源
の
保
全
管
理
と
、
三
本

の
中
に
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
す
。 

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

Ｃ
Ｃ
Ｙ
や
広
報
誌
な
ど
を
活

用
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
事
業
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
機
関
、
地

域
の
皆
様
方
と
協
議
・
検
討

し
事
業
実
施
に
向
け
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

事
業
実
施
に
前
向
き
に
取
り
組
む 

松
影
産
業
経
済
部
長 

調
査
・
研
究
の
実
施 

嶋
井
助
役 

懇
話
会
等
で
検
討 

林
総
務
部
長 

　
憲
法
で
男
女
同
権
、
婦
人

参
政
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
県
市
の
行
政
に
女
性
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
行
政

に
対
す
る
参
加
意
識
を
高
め

る
と
同
時
に
女
性
の
生
の
声

を
聞
く
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
女
性
の
議
会
を
開

催
す
る
事
を
求
め
ま
す
が
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
か
。 

女
性
議
会
の
開
催
を
求
め
る 

村
橋
安
治
　
議
員 

　
公
共
空
間
（
道
路
・
河
川
・

公
園
な
ど
）
に
対
し
て
市
民

の
方
々
が
、
里
親
の
よ
う
に

行
政
と
の
協
議
・
支
援
の
も
と
、

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
美
化

活
動
を
継
続
的
に
行
う
し
く

み
の
制
度
。
地
域
に
「
わ
が

ま
ち
意
識
」
を
育
む
、
ア
ダ

プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
の

導
入
は
。 

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
里
親
制
度
）
導
入
に
つ
い
て 

尾
関
律
子
　
議
員 

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
経
営
所
得
安
定
対
策

等
大
綱
は
、
担
い
手
農
家
の

経
営
規
模
の
拡
大
と
農
山
村

の
環
境
保
全
を
重
視
し
た
農

政
に
大
き
く
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
市
は
こ
の
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。 

転
換
期
を
迎
え
た 

　
　
農
政
へ
の
対
応
は 谷

村
松
男
　
議
員 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
強
力
に
推
進
し
て
行
く

に
は
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
各
種
施
策
を
体
系

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

女
性
議
会
の
開
催
も
女
性
の

参
画
を
拡
大
す
る
上
で
の
施

策
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
を
立
ち
上
げ
意
識
調

査
等
の
ご
審
議
を
頂
い
て
い

ま
す
の
で
女
性
議
会
の
実
施

に
つ
い
て
も
、
こ
の
懇
話
会

等
で
検
討
し
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
環
境
美
化
に
対
す
る
市
民

意
識
の
高
揚
並
び
に
市
民
の

皆
さ
ん
が
行
政
と
一
体
と
な

っ
て
快
適
な
施
設
空
間
を
作

り
出
す
た
め
に
は
、
大
変
素

晴
ら
し
い
活
動
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
の
ご
活
躍
に
敬
意

を
表
し
ま
す
と
同
時
に
、
大

変
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
市
民
各
位
の
ご
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
、
ア
ダ
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
た

め
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。 
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美
山
地
域
の
河
川
で
は
、

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
鮎
釣

り
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
近
年
に
な
く
釣
果
も

よ
く
、
多
く
の
鮎
釣
り
フ

ァ
ン
で
賑
わ
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
総
務
省
で
は
自

治
体
再
建
の
破
綻
法
制
の

整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

山
県
市
も
更
な
る
行
政
改

革
を
推
進
し
、
自
主
性
、

自
立
性
の
高
い
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
に
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
市
民
の

皆
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
努
力
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
、
議

会
報
の
編
集
委
員
も
交
代

し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、

議
会
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

文
責
　
田
垣
隆
司  

編
集
委
員 

　
横
山
善
道
・
河
口
國
昭 

　
宮
田
軍
作
・
田
垣
隆
司 

　
久
保
田 

　
横
領
事
件
の
内
容
を
、
議

会
や
市
民
に
伝
え
な
い
理
由

は
何
か
。 

　
ど
う
し
て
、
誰
も
発
見
で

き
な
か
っ
た
の
か
。 

　
旧
高
富
町
で
は
、
倫
理
制

度
が
あ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
合
併
後
、
山
県

市
に
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
。 

　
倫
理
条
例
を
制
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

　
・
広
く
一
般
市
民
に
公
表

す
る
た
め
「
山
県
市
職
員
の

懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
公
表

基
準
」
に
則
り
報
道
機
関
に

情
報
提
供
し
て
公
表
致
し
ま

し
た
。 

　
・
長
期
に
わ
た
り
発
見
が

遅
れ
た
理
由
は
、
帳
簿
の
作

成
シ
ス
テ
ム
を
巧
み
に
利
用

し
納
付
書
と
現
金
を
同
時
に

窃
取
し
た
為
、
帳
簿
上
は
適

正
と
な
り
発
見
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
・
倫
理
条
例
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
検
討

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

市
の
職
員
に
よ
る 

公
金
横
領
事
件
に
つ
い
て 

寺
町
知
正
　
議
員 

更
な
る
綱
紀
粛
正
に
努
め
ま
す 

林
総
務
部
長 

　
盧
　
四
年
度
に
亘
り
繰
り

返
さ
れ
た
、
有
線
テ
レ
ビ
局

職
員
二
名
に
よ
る
公
金
横
領

等
の
不
正
行
為
は
、
す
で
に

議
決
さ
れ
て
い
る
市
決
算
と

の
関
係
で
ど
う
処
理
さ
れ
る

の
か
。 

　
盪
　
市
会
計
規
則
の
「
出

納
員
」「
現
金
・
物
品
取
り
扱

い
者
」
が
、
事
務
分
掌
表
に

明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際

に
現
場
で
、
そ
の
職
務
と
権

限
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
た

の
か
の
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。 

　
今
回
の
職
員
に
よ
る
有
線

テ
レ
ビ
加
入
金
・
利
用
料
等

不
正
行
為
に
対
す
る
弁
済
金
は
、

遅
延
損
害
金
も
含
め
、
事
件

が
発
覚
し
返
済
さ
れ
た
平
成

十
八
年
度
の
地
域
情
報
化
事

業
特
別
会
計
に
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
収
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
出
納
員
・
現
金
取
扱

者
等
の
事
務
分
掌
表
の
明
記

に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
県
市

会
計
規
則
の
規
定
に
よ
り
職

員
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

問
題
は
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

市
職
員
の 

　
　
不
正
行
為
発
覚
に
関
し
て 

中
田
静
枝
　
議
員 

弁
償
金
の
決
算
処
理
に
つ
い
て 

林
総
務
部
長 


